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　Abstract:　The 65th Japanese Antarctic Research Expedition (JARE-65) conducted 
geological field surveys in Lützow-Holm Bay, Prince Olav Coast and Enderby Land 
regions during the 2023­2024 austral summer season. The field party consisted of four 
geologists. A small helicopter in addition to Shirase's big helicopter were used to support 
field parties during the summer operations conducted by JARE-65. This report summarizes 
preparations for field operations and activities of the geological team.
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　要旨:　第 65次日本南極地域観測隊（JARE-65）では，2023­2024の夏期期間に
リュツォ・ホルム湾，プリンスオラフ海岸及びエンダビーランドにおいて地質調
査を行った．調査隊のメンバーは，地質研究者 4 名で構成され，第 65 次夏期観測
では，「しらせ」搭載ヘリコプターと共に観測隊チャーターの小型ヘリコプターに
よる野外調査の支援がなされた．本稿では，観測計画を実施するための主に設営
面での計画，準備，そして行動経過について報告する．

キーワード：　 地質調査，リュツォ・ホルム湾，プリンスオラフ海岸，エンダビー
ランド
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1．　は じ め に
　第 65次日本南極地域観測隊（Japanese Antarctic Research Expedition: JARE-65，以下 JARE-

65あるいは 65次隊と略す）では，夏期野外観測項目の一つとして，リュツォ・ホルム湾，

プリンスオラフ海岸及びエンダビーランド露岩域での地質学的調査が 2023年 12月から

2024年 2月にかけて実施された．この観測は，南極地域観測第 X期計画の一般研究観測「極

域の大陸地殻の形成発達と太古代 -原生代の地球環境変遷に関する研究」の一環として計画

立案されたものである．

　本稿では，野外地質調査隊の行動・設営・気象を始めとする野外調査全般について報告す

る．学術的な成果については，解析・分析の進行に従い，稿を改めて報告する．本調査の観

測計画・設営計画は，最近の地質調査隊の経験（外田ほか，2017；河上ほか，2020；馬場ほ

か，2022）をもとに立案された．第 65次隊では，自衛隊の大型ヘリコプター CH101（以下，

CHヘリと略す）2機と観測隊チャーターの小型ヘリコプター AS350（以下，ASヘリと略す）

1機の計 3機のヘリコプターが観測船「しらせ」に搭載されるということで，大型と小型の

2種類のヘリコプターの長所を生かした広域的な野外地質調査を行うという方針で計画を立

てた．地質調査隊は，地質研究者 4名で構成され（表 1），各メンバーの役割分担を表 2に

記す．なお，JARE-65では，重点研究観測プロジェクトの一つに別の地質関係（第四紀地質・

生物・古生物系）の調査隊もあったため，我々（主に岩石系）地質調査チームは「岩石チー

ム」と呼称された．なお，海底堆積物などの採取がメインとなる第四紀地質・古生物チーム

の呼称は「採泥チーム」であった．

表 1　地質調査隊（岩石チーム）の構成．
Table 1.  Members of the geology field party.

表 2　隊員の役割分担．
Table 2.  Roles of the field party members.
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2.　観測計画と実施概要
2.1.　観測計画

　調査予定地域と実際に調査を行った露岩の概要を図 1に示す．また，観測計画の当初スケ

ジュールと実際の行動経過を表 3にまとめた．一般的に夏隊の多くのチームは，野外装備な

ど含めて人員・物資をいったん全て昭和基地に移動して，昭和基地を拠点として野外に調査・

観測に出ることが多い．我々の地質調査の場合，採取した岩石試料を最終的に「しらせ」に

輸送する必要があることや，野外装備含めて人員・物資を特に昭和基地に移動する必然性は

ないことから，「しらせ」を拠点として野外活動を行うこととした．

　調査計画，特にヘリコプターオペレーション（以後，ヘリオペと略す）の立案に当たって，

南極の夏期の 12月から 2月までの限られた野外活動可能期間を有効に利用するため，また

シーズン中に予期される天候や観測隊全体行程による計画変更の可能性を勘案して，以下を

基本的な考え方とした．①優先度の高い，あるいは遠方の露岩から順に（優先度の低い，あ

るいは近場の露岩に向かって）移動・調査を行う，②露岩を移動する際，なるべく「しらせ」

に寄らずに露岩から次の露岩に直接移動する，③計画変更などの必要が生じた場合，なるべ

く「しらせ」や昭和基地の滞在期間を短く（露岩の滞在期間を最大化）するように調整を図

る．特に，前半の「しらせ」が昭和基地付近滞在中の期間にプリンスオラフ海岸の露岩域を

調査し，後半の「しらせ」が昭和基地を離岸してリュツォ・ホルム湾内に海洋観測に航行す

る期間にリュツォ・ホルム湾沿岸の露岩域の調査を行うこととした．

　今回の重要ターゲットは，プリンスオラフ海岸では二番岩，かに岩，かすみ岩，びょうぶ

岩（東部露岩），リュツォ・ホルム湾沿岸ではベルクナウサネ，インステクレパネ，アウス

トホブデ，ベルナバネ，ルンドボークスヘッタであった．そこでまず，プリンスオラフ海岸

方面の遠方の露岩（二番岩，あるいはかに岩）から調査を開始し，プリンスオラフ海岸の露

岩を順に昭和基地に近いところへ移動することとした．そのため，10日～2週間程度連続し

て野外に滞在する計画とした．

　当初の方針は，プリンスオラフ海岸の露岩から調査を開始するというものであった．しか

し，「しらせ」の CHヘリの運用上，① 75マイルを超えるフライトは，CHヘリ 2機を使っ

た通信中継のための支援機のフライトが必要となるため，シーズン冒頭の昭和基地への優先

空輸期間中はヘリのやりくりと運用が難しいために避けて欲しい，②プリンスオラフ海岸方

面の露岩は，大陸氷床に遮られて「しらせ」からの通信が取れないため， CHヘリ 2機を使っ

た通信中継が必要となるため避けて欲しい，③シーズン初期はパイロットの慣熟のため着陸

実績の多い露岩から始めて欲しい，との調整が入り，夏期の最初はリュツォ・ホルム湾沿岸

露岩域からスタートし，昭和基地への優先空輸の後にプリンスオラフ海岸に展開することと

した．また，着陸実績の多い露岩から調査を開始することとなったため，リュツォ・ホルム

湾沿岸で予定する調査露岩のうちベルクナウサネは未調査地であり着陸地点の確認ができて
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いないこと，インステクレパネは CHヘリの着陸地点の難度が比較的高いことから，着陸実

績の豊富なルンドボークスヘッタからまず調査を開始することとなった．その後に，着陸実

績のないベルクナウサネに，あらかじめ CHヘリの着陸適地調査を実施した後に転進するこ

ととした．その後，昭和基地の優先空輸が終わるタイミングで「しらせ」にいったん戻り，

引き続いてプリンスオラフ海岸方面の露岩に展開することとした．「しらせ」が昭和基地離

岸後，再度リュツォ・ホルム湾沿岸の残りの露岩域の調査を行い，最後に昭和基地に入り東

オングル島の調査，また昭和基地を基点とした ASヘリによる日帰りのヘリオペと露岩地質

調査を行う計画とした．

図 1　調査を予定した露岩と実際に実施した露岩．A：リュツォ・ホルム湾からプリンスオラフ海岸沿
岸の露岩域．昭和基地からの距離をキロメートル（km）と海里（NM）の同心円で示す．B：ア
ムンゼン湾周辺の露岩域．湾の中央部からの距離をキロメートル（km）と海里（NM）の同心円
で示す．

Fig. 1.  Planed and conducted survey areas. A: Lützow-Holm Bay and Prince Olav Coast region. Concentric 
circles indicate the distance from Syowa Station in kilometers and nautical miles. B: Amundsen region. 
Concentric circles indicate the distance from the center of Amundsen Bay in kilometers and nautical 
miles.
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表 3　行動計画と行動経過．
Table 3.  Planned schedule and records of the field operations. 
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2.2.　行動経過

　計画と実際の行動経過は表 3のとおりである．また，着陸地点一覧を表 4に示す．計画案

のとおり，まず①ルンドボークスヘッタから地質調査を開始した．その後，12月末に低気

圧とブリザードに見舞われてヘリオペ日程が変更となったため，計画を一部変更した上で，

プリンスオラフ海岸の②かすみ岩，③二番岩，引き続いてリュツォ・ホルム湾沿岸の④ベル

クナウサネ，⑤インステクレパネ，⑥ベルナバネ，昭和基地に移動後に ASヘリによる⑦き

んぎょ岩への 1泊 2日の調査，以上の 7露岩で野営による滞在型調査，それ以外に 13露岩

で短時間あるいは日帰り調査を「しらせ」の昭和基地最終便までの期間（リュツォ・ホルム

湾滞在期間中）に実施した．当初計画した野営による調査露岩のうち，日程の都合などによ

り，かに岩とアウストホブデがキャンセルとなった．逆に，空路の上空偵察の結果を踏まえ

て，きんぎょ岩を野営での調査に追加した．また，限られた夏期間中に調査日程を捻出・確

保するため，1月末～2月上旬にかけて 2人ずつ 2チームに分かれて，別露岩（ベルナバネ

／きんぎょ岩）をそれぞれ 2名で野営での調査を行った．悪天候やヘリオペの日程調整など

の都合でスケジュールにいくつか変更が生じたが，12月から 1月にかけては比較的好天が

続き，停滞や「しらせ」での待機期間がほとんどなく順調に調査を実施することができた．

　リュツォ・ホルム湾を離れて，復路のエンダビーランド（アムンゼン湾周辺）での調査は，

当初計画では 3日間の予定であったが，観測隊の全体スケジュールの遅れなどの様々な要因

からこのエリアでの野外観測を 1～1.5日の期間に収める必要が生じた．そのため，岩石チー

ムのメンバー 4名が 1名ずつ別々に，それぞれ支援の要員のサポートを受けて 4チームに分

かれて別々の露岩の調査を行うよう計画変更した．後述するが，ASヘリの損傷などのイン

シデントが発生したために，結果的にアムンゼン湾周辺地域では 1日のみの調査で終了と

なった．リーセル・ラルセン山（S地点），トナー島（北端半島部），ミラー山の 3地点で日

帰り・短時間の調査，ルンド山，グレーデル山，バーケット島の 3地点で CHヘリの着陸適

地調査と駐機の間の試料採取を実施した．

　リュツォ・ホルム湾～エンダビーランドまで，15露岩で新規の地点で着陸が実施された（表

4，図 2）．野営調査のための露岩域への人員と物資（平均して 800～900 kg）の輸送は，主

に CHヘリを用いて実施した．ASヘリは，基本的には日帰りの調査に利用した．唯一，き

んぎょ岩の調査は物資量を厳選し，昭和基地から 2名＋150 kgの物資を ASヘリで輸送し，

野営を伴う 1泊 2日（予定では 2泊 3日）の調査を実施することができた．積載量の限られ

る ASヘリでの，野営による宿泊調査の今後のひな形になると思われる．

　以下，シーズン冒頭のルンドボークスヘッタの調査（第 1期），プリンスオラフ海岸沿岸

露岩域の調査（第 2期），リュツォ・ホルム湾西部～南部沿岸露岩域の調査（第 3期），昭和

基地滞在中の東オングル島及びラングホブデの調査（第 4期），復路エンダビーランド（ア

ムンゼン湾周辺露岩域）の調査（第 5期），の 5期に分けて行動経過を詳述する．
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2.2.1.　ルンドボークスヘッタの調査〈第 1期〉

（1）　概要

　前述したとおり，リュツォ・ホルム湾沿岸で着陸実績のある露岩ということで，まずルン

ドボークスヘッタから調査を開始することとなった．その次の露岩としてベルクナウサネに，

事前に CHヘリでの着陸適地調査を実施した後に移動することとした．また，ルンドボーク

スヘッタから白瀬氷河を挟んで対岸（西岸）に着陸可能な露岩（スヴァルトクナッタネ）が

あるとの飛行科からの情報を受けて，キャンプ移動に合わせてその地点の短時間調査を行う

こととした（図 3）．ルンドボークスヘッタ滞在期間中，強風と降雪（ブリザード）に見舞

われて，特に昭和基地や「しらせ」方面が悪天のために停滞やヘリオペの中断が続いた．そ

のため，我々岩石チームのヘリオペでの次のキャンプへの移動のタイミングと日程に遅れが

生じた．そこで，高優先のプリンスオラフ海岸方面への展開を早期に進めるため，ルンドボー

クスヘッタの次に予定したベルクナウサネへの移動をキャンセルして，人員・物資共にいっ

たん「しらせ」に戻った．ベルクナウサネの調査はシーズン後半に延期することとした．

表 4　ヘリコプターオペレーションによる着陸地点の座標．
Table 4.  List of GPS coordinates of helicopter landing sites.
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（2）　ルンドボークスヘッタの地質調査（2023年 12月 20日～12月 26日）

　昭和基地への第 1便の空輸が実施された 12月 20日に，我々岩石チームの「しらせ」から

ルンドボークスヘッタへの人員 4名と食料・物資 930 kgの輸送が CHヘリで行われた．シー

ズン開始直後の優先空輸期間中は昭和基地の空輸の効率優先のため，CHヘリによる野外観

図 2　新規のヘリ着陸地点の概要．（1/2）
Fig. 2.  Summary of new helicopter landing sites. (1/2)
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測チームの露岩への輸送フライト（野外観測支援）は，昭和基地で物資荷捌きに当たる運用

科の昼休憩の時間帯に限るという運用になっている．夏期オペレーション開始のこの日

（12/20），野外キャンプ送り出し（野外観測支援）の CHヘリフライトは我々岩石チームの 1

便だけであった．最初に野外に出られたため，調査期間を最大限に取ることができた．他の

図 2　新規のヘリ着陸地点の概要．（2/2）
Fig. 2.  Summary of new helicopter landing sites. (2/2)
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野外チームは翌 12月 21日から野外キャンプへの順次送り出しとなった．

　ルンドボークスヘッタでの調査は，結果的に 12月 20日から 26日までの 6泊 7日の滞在

となった．地質調査は，各自 CR無線機を携行し，徒歩で 4人全員で一緒に行動，あるいは

2名ずつで行動し，詳細な調査を行う場所では，視界の範囲内で適宜無線で情報交換しなが

ら調査を行った．また，持ち込んだ小型 UAV（ドローン，DJI Mini3 Pro）を用いた空撮を

調査の合間に 5回実施した．6泊 7日の滞在期間中，悪天停滞は 1日のみで，前後の移動日

を除く残り 4日間は調査が実施できた．

　当初予定は，ルンドボークスヘッタに 3泊 4日して 12月 23日に次の露岩のベルクナウサ

ネに移動予定であった．しかし，事前の気象予報どおり 12月 23日から昭和基地並びに「し

らせ」の位置するリュツォ・ホルム湾北部一帯で強風と降雪（ブリザード）に見舞われ，

CHヘリのフライトが実施できない状況が数日間続いた．結果としてキャンプ移動のヘリオ

ペは 12月 26日まで延びることとなった．ただ，我々岩石チームの滞在していたルンドボー

クスヘッタなどリュツォ・ホルム湾南部は，12月 23日の 1日のみ強風と降雪で停滞となっ

たが，それ以外の日はそれほどの悪天にはならなかった．恐らく，低気圧が南極大陸の北の

図 3　リュツォ・ホルム湾南部地域のスヴァルトクナッタネ及び調査を実施した他の露
岩の位置．

Fig. 3.  Location of Svartknattane and other surveyed outcrops in the southern part of the 
Lützow-Holm Bay region. 
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沖合を通過した影響で，低気圧に近い昭和基地や「しらせ」の付近は低気圧の影響が大きかっ

たものの，リュツォ・ホルム湾の奥にあるルンドボークスヘッタや他の露岩域は低気圧から

遠くそれほど悪天候にならずに済んだと想像された．昭和基地では A級ブリザードにぎり

ぎり届かない B級ブリザード，「しらせ」では >50 m/sの風速を記録したとのことであった．

　ルンドボークスヘッタの滞在期間が 12月 26日までと，当初予定よりもかなり延びること

となったため，その後の日程や優先度を勘案して，次の予定露岩であったベルクナウサネへ

のキャンプ移動を取りやめて「しらせ」に戻り，高優先のプリンスオラフ海岸方面の調査を

早期に実施することとした．ルンドボークスヘッタでは，計 240 kgの岩石試料を採取した．

（3）　スヴァルトクナッタネの地質調査（12月 26日）

　12月 26日にルンドボークスヘッタから「しらせ」への CHヘリでの人員 4名・物資・岩

石試料の輸送便の途中で，ルンドボークスヘッタから白瀬氷河を挟んだ対岸（西岸）のスヴァ

ルトクナッタネの短時間の地質調査と岩石試料採取を行った．滞在時間は 20分程度であっ

たが，必要な岩石試料は採取することができた．採取した岩石試料は計 40 kgであった．調

査実施後，物資・岩石試料と共に「しらせ」に移動した．

2.2.2.　プリンスオラフ海岸沿岸露岩域の調査〈第 2期〉

（1）　概要

　プリンスオラフ海岸沿岸露岩域は岩石チームの今次隊での重要ターゲットのエリアであっ

た．最優先露岩は，昭和基地から約 230 km離れた竜宮岬であったが，「しらせ」から 100マ

イル（約 180 km，注：ヘリオペで用いる「マイル」は，陸上の mile（1 mile＝約 1609 m）と

は異なり，海上の nautical mile （NM） のことで，1 NM＝1852 m）以内という CHヘリのフラ

イト距離制限のために計画の早い段階で調査実施を断念した．代替の調査地として，かに岩，

ちぢれ岩の東部露岩，梅干岩などを選定した（図 4）．また，最近の研究で，10­9億年前と

6­5億年前の複変成作用が見いだされた二番岩（二番東岩）とその周辺地域が重要なターゲッ

トであり，この複変成作用の広域分布エリアの確認を目標の一つとして，二番岩に加えてびょ

うぶ岩，びょうぶ岩の東部露岩，日の出岬の南西露岩，日の出岬とあけぼの岩の間の小露岩

（日の出岬の東方の名称未詳小露岩）などを調査ターゲットとして選定していた．南極出発

直前に，二番岩とびょうぶ岩の間のかすみ岩の変成年代値として 6­5億年前という速報値

が得られたため，かすみ岩もキャンプ調査地域として再選定・追加した．スケジュールほか

諸条件を勘案して，結果として，二番岩，かに岩，かすみ岩の 3か所で野営を伴う長期調査，

それ以外の露岩は日帰りの ASヘリオペ等での短時間調査を行う計画とした．

　ヘリオペの具体的なフライト実施可能日程ほか諸条件を勘案して，最初にかすみ岩（5泊

6日）→二番岩（6泊 7日）→かに岩（4泊 5日）の順にキャンプを移動することとした．

しかし，ヘリオペのその後の日程再調整と CHヘリ運用・空輸との飛行時間の振り分けの制

約から，結果的にかに岩のキャンプは取りやめとなり，かすみ岩（6泊 7日）と二番岩（9
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泊 10日）の 2か所でのキャンプと，ヘリオペによる 7地点の日帰りでの調査を実施した．

（2）　かすみ岩の地質調査（2023年 12月 28日～2024年 1月 3日）

　12月 28日に，「しらせ」からかすみ岩に，CHヘリで人員 4名と食料・物資 960 kgを輸

送した．また，12月 30日に ASヘリ給油用の燃料ドラム（内容量を半量に減らした 200 L

ドラム 100 L×4本，計 400 L）のかすみ岩への運び込みフライトが CHヘリによって行われた．

かすみ岩には，12月 28日から年明け 1月 3日までの 6泊 7日滞在した．1月 2日には，AS

ヘリによる周辺露岩への日帰りの短時間調査が行われた．かすみ岩自体の調査は 12月 29日

から 1月 1日までの 4日間実施した．小型 UAVを用いた空撮を調査の合間に 7回実施した．

かすみ岩では，計 270 kgの岩石試料を採取した．

（3）　 日の出岬東方の名称未詳小露岩，びょうぶ岩東部露岩，びょうぶ岩の地質調査（2024

年 1月 2日）

　かすみ岩に滞在期間中の 1月 2日に，昭和基地から飛来した観測隊の ASヘリで，岩石チー

ム 4名で周辺露岩へのヘリオペと日帰りの地質調査を行った．まず，日の出岬とあけぼの岩

の間の小露岩（“日の出岬東方の名称未詳小露岩"と呼称）に移動し，約 2時間の滞在の間

に着陸地点近隣での地質調査と岩石試料の採取を行った．その後，いったんかすみ岩に移動

して岩石試料を降ろした後，びょうぶ岩東部露岩に移動し 30分程度の調査を行った．次に，

びょうぶ岩に移動し 1時間程度の調査を行い，その後，かすみ岩に移動した．各地点で調査

中は，ASヘリはエンジンを止めて駐機・待機した．上述の「しらせ」CHヘリによって輸送・

図 4　プリンスオラフ海岸中部～東部の調査を実施した露岩の位置．
Fig. 4.  Location of the surveyed outcrops in central and eastern part of Prince Olav Coast region. 
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デポしてあった JET-A1航空燃料ドラム（ドラム半量 100 Lドラム缶×4本，計 400 L）を用

いて ASヘリに燃料給油し，その後，ASヘリはかすみ岩から昭和基地に戻った．この日に

実施した日の出岬東方の名称未詳小露岩，びょうぶ岩東部露岩，びょうぶ岩の 3地点で，総

量 150 kgの岩石試料を採取した．

（4）　二番岩の地質調査（2024年 1月 3日～2024年 1月 12日）

　1月 3日に，CHヘリで岩石チーム 4名と物資 900 kgをかすみ岩から二番岩に輸送した．

また，「しらせ」から，追加の糧食を二番岩に運び込んだ（注：糧食 230 kgを予定したが，

そのうち冷凍・冷蔵品は届かず後日の輸送となった）．かすみ岩，及び周辺露岩調査で採取

した岩石試料 300 kg＋廃棄物の入ったタイコン 1梱は CHヘリのフライトで「しらせ」に持

ち帰る予定であったが，積載量の制約から後日に別途のフライトで「しらせ」に輸送するこ

ととなり，かすみ岩に残置となった．1月 5日に，二番岩への追加糧食輸送に合わせて，か

すみ岩の岩石試料＋廃棄物も CHヘリによって「しらせ」に輸送された．

　二番岩には，2024年 1月 3日から 2024年 1月 12日までの 9泊 10日滞在した．二番岩の

調査は 1月 8日を除く 1月 4日から 1月 11日までの 7日間行った．1月 8日に観測隊 ASヘ

リによる近傍露岩への日帰り地質調査を行った．7日間の調査期間は，露岩全域を調査する

のにちょうど適当な期間であった．また，適宜，小型 UAVでの地質構造の空撮（計 8回）

を行った．二番岩では，総計 510 kgの岩石試料を採取した．

（5）　ちぢれ岩東部露岩，かに岩，梅干岩の地質調査（2024年 1月 8日）

　二番岩に滞在中の 1月 8日に，昭和基地から飛来した観測隊の ASヘリで，ちぢれ岩東部

露岩，かに岩，梅干岩へのヘリオペと日帰りの地質調査を行った．各露岩では，ASヘリの

エンジンをシャットダウンして，駐機している間にそれぞれ着陸地近傍エリアの調査を行っ

た．なお，ASヘリには昭和基地から広報担当の丹保隊員と ASヘリエンジニアのMartin氏

が搭乗して二番岩に来訪し，岩石チーム 4名が ASヘリオペに出かけて不在の間は二番岩に

滞在し，昭和基地への二番岩からの戻り便に搭乗して途中のかすみ岩の燃料デポ地に立ち寄

り，ASヘリに燃料補給して昭和基地に帰投した．この日に実施したちぢれ岩東部露岩，か

に岩，梅干岩の 3地点で，総量 250 kgの岩石試料を採取した．

（6）　天測岩の地質調査（2024年 1月 12日）

　1月 12日に，CHヘリで二番岩から「しらせ」に移動・帰投した．その途中で，プリンス

オラフ海岸の天測岩で短時間（30分）の地質調査と岩石試料採取を行った．天測岩では，

計 60 kgの岩石試料を採取した．

2.2.3.　リュツォ・ホルム湾沿岸露岩域の調査〈第 3期〉

（1）　概要

　プリンスオラフ海岸露岩域の調査を終えていったん「しらせ」に帰還し，持ち帰った物資・

岩石試料の整理と次の調査準備を 1月 12日～13日の 2日間で行った後，1月 14日からリュ
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ツォ・ホルム湾沿岸の露岩域の調査を実施した．ターゲットとしたベルクナウサネ及びイン

ステクレパネは，比較的広い露岩でありながら地形図が整備されておらず，また最近の詳し

い調査記録がなく地質図も整備されていないことから，優先度の高い調査対象露岩であった．

ヘリオペなどの都合で調査時期が 1月の下旬となることで，気象にやや不安を感じての調査

地入りであった．特に，インステクレパネは白瀬氷河に面した露岩であるため，氷河の吹き

下ろしによる強風などが懸念された．結果として，ベルクナウサネの滞在期間中（1月 14

日～21日）は降雪や地吹雪などの天候の不安定に悩まされたが，インステクレパネ（1月

21日～29日）では好天に恵まれた．第 3期リュツォ・ホルム湾南部地域の最終の調査露岩

として，インステクレパネの後にベルナバネでの数日間の調査を組み込んだ．夏期間の最終

盤であり，残り少ない日数から調査日程を捻出・確保するため，足立とスリハリの 2名での

調査とした．外田と森は，次の調査地として昭和基地を経由してきんぎょ岩の調査に入るた

め，1月 29日にインステクレパネからいったん「しらせ」に先に戻った．足立とスリハリは，

1月 29日にインステクレパネからベルナバネへ移動し，2月 2日までベルナバネに滞在した

後「しらせ」に戻った．

（2）　ベルクナウサネの地質調査（2024年 1月 14日～1月 21日）

　ベルクナウサネは CHヘリの着陸実績がないために，12月 19日にあらかじめ「しらせ」

飛行科によって CHヘリの着陸適地調査が実施された．その結果を踏まえて，ベルクナウサ

ネへのヘリオペが組まれ，2024年 1月 14日から 21日までの 7泊 8日で地質調査を行った．

この露岩は地形図が整備されておらず，航空写真もかなり以前に撮影された解像度の悪いも

のしか入手できなかったため，まず小型 UAVのフライトを行い，上空から撮影した画像を

貼り合わせた空中写真図を作成し，ハンディプリンターで印刷したものを用いて調査を行っ

た（図 5）．ベルクナウサネ滞在中は天候が悪く（曇～雪，地吹雪，強風等），午前中は停滞・

ベースキャンプで待機となることが多かった．小型 UAVを用いた空撮を計 8回実施した．1

月 19日に ASヘリによる近傍露岩への日帰り地質調査を行った．ベルクナウサネでは，総

量 290 kgの岩石試料を採取した．

（3）　 ベスレスタッベン，ベルナバネ，デュープビークオッデンの地質調査（2024年 1月 19

日）

　1月 19日に，ASヘリが報道＋支援合わせて 2名の隊員と共にベルクナウサネに飛来し，

入れ替わりで足立・森・スリハリの 3名が ASヘリによるベスレスタッベン，ベルナバネ，

デュープビークオッデンの短時間の調査を行った．ASヘリによるヘリオペ調査の間，外田

はベルクナウサネに残って，報道＋支援の 2名の隊員と共にベルクナウサネの地質調査を

行った．ベスレスタッベン，ベルナバネ，デュープビークオッデンの 3地点の調査では，総

量 140 kgの岩石試料を採取した．

（4）  インステクレパネの地質調査（2024年 1月 21日～1月 29日）
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　1月 21日に CHヘリのフライトによって，ベルクナウサネからインステクレパネに人員 4

名が物資と共に移動した．別便で岩石試料 400 kgが「しらせ」に運ばれた．インステクレ

パネには，1月 21日から 29日まで 8泊 9日滞在した．この露岩も地形図が整備されておらず，

航空写真は入手できたが，やはりまず最初に小型 UAVのフライトを行い，上空から撮影し

た画像を貼り合わせた精細な空中写真図を作成し，ハンディプリンターで印刷したものを用

いて調査を行った．それなりに広い露岩であり，岩相変化に富み地質構造の観察にも時間を

要したため，8泊 9日の期間ではかなり忙しい調査となったが，ひとまずの調査は完了した．

小型 UAVを用いた空撮を計 6回実施した．そのうち 1月 23日に実施した UAVフライトに

おいて，コントローラーと UAV本体との間の通信が途絶し，UAV本体は露岩に隣接する白

瀬氷河上に墜落し機体をロストした．白瀬氷河は露岩から 100 m超の絶壁下にあり，機体の

回収は断念した．UAV墜落と機体ロストに関する報告書類を観測隊長に提出した．

　インステクレパネ滞在期間中の 1月 28日に，近傍の奥氷河岩への日帰りでの地質調査の

ため，昭和基地から ASヘリが飛来した．ASヘリの到着時，ベースキャンプすぐ横の CH

ヘリ用の着陸地点（着陸点コード：INS）に着陸したが，この場所は小高い岩盤上でしかも

着陸エリアが狭く，また風向きに対するヘリの進入方向が限定されるため，風の影響を受け

やすい ASの着陸にはあまり適さない．そのため，奥氷河岩から戻る復路には，数百メート

ル離れた雪面上に着陸した．この地点（インステクレパネの AS用の代替着陸点，着陸点コー

ド：IN2，表 4参照）の方が，ASヘリの離発着には好ましい．インステクレパネの調査では，

全調査露岩中で最多となる総計 760 kgの岩石試料を採取した．

図 5　ベルクナウサネとインステクレパネで UAVの空撮画像を用いて作成した空中写真図．
Fig. 5.  Aerophoto maps of Berrknausane and Instekleppane, generated and taken from UAV flight photos. 
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（5）　奥氷河岩の地質調査（2024年 1月 28日）

　インステクレパネ滞在期間中の 1月 28日に，ASヘリでの日帰りのヘリオペによって近傍

の奥氷河岩の地質調査を行った．約 1時間程度の滞在であったが，必要な調査を実施し，総

量 100 kgの岩石試料を採取した．

（6）　ベルナバネの調査（2024年 1月 29日～2月 2日）

　インステクレパネの調査を終えて，1月 29日に足立とスリハリの 2名が CHヘリによっ

てベルナバネに移動した．外田と森の 2名は，その後のきんぎょ岩方面の調査のために同日

にインステクレパネから「しらせ」に移動した．足立とスリハリの 2名は，1月 29日から 2

月 2日までの 4泊 5日でベルナバネの調査を行った．当初予定は 2月 1日までの 3泊 4日で

あったが，悪天のためにピックアップの日程が延びた．また，降雪のため実質 1日程度しか

調査は実施できなかった．また，2月 2日のピックアップ時も強風であったが，CHヘリは

なんとか着陸して人員・物資を収容して「しらせ」に帰艦した．ベルナバネでは，総計

70 kgの岩石試料を採取した．また，この期間はベルナバネに 2名，「しらせ」に 2名と分か

れたため，昭和基地との定時交信とは別にベルナバネ滞在の 2名と「しらせ」滞在の 2名の

間でも時間を決めて，情報連絡の交信（「しらせ」の観測隊オペレーション室のイリジウム

を使用）を行った．

2.2.4.　昭和基地をベースとした地質調査〈第 4期〉

（1）　概要

　背景情報として，「しらせ」は 1月 24日に昭和基地を離岸し，その後はリュツォ・ホルム

湾内での海洋観測を重点的に実施することとなっていた．海洋観測の期間中，ヘリオペのた

めの飛行甲板と海洋観測のための観測甲板の作業が互いに干渉するため，両方は同日には実

施できないという制約が生じる．そのため，艦載の CHヘリによる野外ヘリオペの実施は，

海洋観測を実施しない日（3～4日に 1日程度に設定）に限定される．また，ここまでの野

営調査で溜まった廃棄物を，昭和基地に持ち込んで自分たちで廃棄物の処理を行う必要があ

ること，また 1月末～2月にかけては天候も不安定になりがちで遠方のヘリオペや調査が難

しくなってくることを勘案して，夏期シーズンの終盤は昭和基地に移動・滞在して，昭和基

地をベースとして東オングル島の地質調査並びに ASヘリでの露岩域のヘリオペと地質調査

を，昭和基地からの日帰りで行うこととした．加えて，シーズン中の空撮の画像から，きん

ぎょ岩で数日間の地質調査の必要性を見いだした．そこで，きんぎょ岩での 2泊 3日程度の

野営を伴う地質調査を，昭和基地から ASのフライトで実施する計画を立てた．

　1月 29日にインステクレパネから「しらせ」に先に戻った外田と森は，物資と試料整理

の後，2月 2日に昭和基地に移動した．翌 2月 3日に，外田と森は ASヘリによるヘリオペ

によってかに岩の短時間調査，引き続いてきんぎょ岩に移動して野営による調査を行った．

きんぎょ岩には 2月 3日～5日の 2泊 3日の滞在予定であったが，気象悪化の見通しにより
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1泊 2日に短縮となり 2月 4日に ASヘリによって昭和基地に戻った．足立とスリハリは，2

月 2日にベルナバネから「しらせ」に戻り，物資と試料整理を行った後，2月 4日に昭和基

地に移動した．岩石チームの 4名が昭和基地で 2月 4日に合流した．その後，2月 5日に東

オングル島の調査（全員）並びに同日午後に ASヘリオペによるラングホブデ下釜湾付近の

調査（森＋支援要員）を実施した．

（2）　かに岩及びきんぎょ岩の地質調査（2024年 2月 3日～2月 4日）

　2月 2日に昭和基地入りした外田と森は，翌 2月 3日から 2月 5日までの 2泊 3日の予定で，

厳選した物資 150 kgと共に ASヘリによりきんぎょ岩に向かった．きんぎょ岩で野営物資ほ

かを降ろし，地質調査用具と非常用装備だけを携行して ASヘリでかに岩に移動し，かに岩

で約 1.5時間の短時間の調査を行った．1月 8日にかに岩で行った，ASヘリによる短時間調

査で取り残した不足データと試料を得ることが目的であったが，首尾よく目的を達した．そ

の後，ASヘリでかに岩からかすみ岩に移動し，デポしてある JET-A1航空燃料を給油した

後きんぎょ岩に移動して外田と森を降ろし，ASヘリは昭和基地に帰投した．なお，かすみ

岩に運び込んだ JET-A1航空燃料 400 Lは，1月 2日，1月 8日，今回（2月 3日）の 3回の

ASヘリへの給油でちょうど使い切った．

　きんぎょ岩には，（かに岩からかすみ岩経由の ASヘリで）午後に到着し，VE-25を 2張

りのベースキャンプを設営後，ただちに地質調査を午後～夕方まで行った．当初予定では，

翌々日（2月 5日）にきんぎょ岩からのピックアップ（2泊 3日）で計画されていたが，天

候悪化の見込みから夜の定時交信の際に翌 2月 4日の朝 8時ピックアップ（1泊 2日に変更）

との連絡を受けた．そこで，翌 2月 4日は朝 5時に起床してベースキャンプ撤収作業とヘリ

オペのための朝の気象通報の後，6：30～8：00までの短時間で残りの調査を実施した．その

後，ピックアップの ASヘリのフライトで昭和基地に移動した．かに岩（70 kg）ときんぎょ

岩（80 kg），合わせて 150 kgの岩石試料を採取した．

（3）　東オングル島及びラングホブデ下釜湾の地質調査（2024年 2月 5日）

　2月 4日に，外田と森はきんぎょ岩から昭和基地に帰投し，同日に足立とスリハリは「し

らせ」から昭和基地に移動し，4名全員が昭和基地に集合した．翌 2月 5日の午前中，4名

全員で東オングル島の近場の調査を行った．午後からは，森は支援の 1名と共にラングホブ

デ下釜湾付近へのASヘリによる短時間調査を行った．残りの外田・足立・スリハリの 3名は，

午後から夕方遅い時間まで，東オングル島の南部全域の調査を行った．ここまでで，昭和基

地方面での地質調査は完了した．翌 2月 6日に，外田は観測物資と共に「しらせ」に移動し

た．足立・森・スリハリの 3名は，2月 10日まで昭和基地に滞在した後に「しらせ」に移

動した．東オングル島とラングホブデの調査で，合わせて 50 kgの岩石試料を採取した．

2.2.5.　復路エンダビーランド（アムンゼン湾周辺露岩域）の調査〈第 5期〉

（1）　概要
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　当初予定どおり，2月 11日に昭和基地への最終便フライトが行われた．しかし，

DROMLANで帰国する観測隊員の S17経由 NOVO滑走路への移動スケジュールが遅れたた

め，その送り出し対応ほかのため「しらせ」は昭和基地沖に 2月 14日まで停留した．2月

14日に昭和基地沖を離脱後，「しらせ」は復路の海洋観測を行いつつ，2月 20日にアムンゼ

ン湾に到着した．当初日程案（アムンゼン湾オペレーション予定期間 2月 16日～18日の 3

日間）より大幅にスケジュールが遅れたため，3日間というアムンゼン湾の日程枠（2月 20

日～22日）は確保しつつ，実施計画を再調整の上で 1～1.5日の期間内で必要な調査や観測

の完了を図ることとなった．そのため，目的地の精査と再検討を行い，岩石チームのメンバー

4名がそれぞれ 4チームに分かれて，異なる目的地に向かうこととした．すなわち，4名が

1名ずつ別々にそれぞれ支援要員に加わってもらい，広域かつそれぞれの目的に応じた調査

を行うこととした．

　復路のアムンゼン湾のヘリオペでは，複数のヘリコプター（CHヘリ，ASヘリ）で「し

らせ」の飛行甲板を共用するために，それぞれのフライトや発着艦時間をうまくやりくりし

て運用する必要がある．そのため，「しらせ」の飛行科と観測隊ヘリの運航担当と野外チー

ムの 3者が綿密な打合せをして，フライトプランを策定した．まず，複数チーム・物資量の

多いリーセル・ラルセン山への CHヘリのフライトを第 1便目で実施することとした．CH

ヘリが飛行甲板を離陸した後，格納庫から ASヘリを飛行甲板に出してフライト準備をして

発艦する．その後，CHヘリと ASヘリと互いの着発艦のタイミングをうまく調整しながら，

2便目以降最終便までのフライトを実施することとした．また，気象予報に基づいて，1日

目は午後からの半日，2日目は朝からの終日という日程・計画となった． 

　岩石チームとして，1日目（午後からの半日）は，① CHヘリの送迎によるリーセル・ラ

ルセン山のシュードタキライト地帯の数時間の調査（スリハリ），② CHヘリの送迎による

トナー島の北端半島の数時間の調査（足立），③ CHヘリでの新規着陸地点調査に同乗して

着陸地の短時間の岩石試料採取（森），④ ASヘリによる多地点の短時間調査（外田）をそ

れぞれ行うこととした．2日目（終日）は，① CHヘリでの朝夕送迎によるリーセル・ラル

セン山の南西部の調査（足立・スリハリ），② CHヘリでの測地チームのファイフヒルズ方

面のフライトに合わせて，フォーフィンガーポイントの短時間調査と新規着陸地点調査での

着陸地の短時間の岩石試料採取（森），③ ASヘリによる多地点の短時間調査（外田）をそ

れぞれ行うこととした．

　結果的に，1日目の ASヘリフライトの途中で ASヘリの損傷というインシデントが発生

したため，1日目（半日）のみでエンダビーランド（アムンゼン湾周辺露岩）の調査は終了

となった（図 6）．

（2）　リーセル・ラルセン山の地質調査（2024年 2月 21日）

　アムンゼン湾の CHヘリオペ 1便目で，宙空と地圏のリーセル・ラルセン山（RLB）への
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送り込みフライトに合わせて，リーセル・ラルセン山の西部のリーセル・ラルセン山 S地

点（RLS）地点にスリハリと支援 2名を送り込み，午後にピックアップという形で数時間の

調査を行った．約 30 kgの岩石試料を採取した．同便に足立と森も同乗して，空撮と着陸地

点の試料採取を行った．

（3）　トナー島北端半島部の地質調査（2024年 2月 21日）

　アムンゼン湾の CHヘリオペ 2便目で，トナー島北端の半島部に足立と支援 1名を送り込

み，午後にピックアップという形で数時間の調査を行った．約 30 kgの岩石試料を採取した．

同便に森も同乗して，空撮と着陸地点の試料採取を行った．

（4）　ルンド山，グリーデル山，バーケット島の試料採取（2024年 2月 21日）

　アムンゼン湾の CHヘリオペ 2便目で，トナー島への送り込みに引き続いて，CHヘリに

よる着陸適地調査に森が同乗し，ルンド山，グリーデル山，バーケット島の 3地点での着陸

適地の確認・着陸後に，岩石試料の採取を行った．約 40 kgの岩石試料を採取した．

（5）　ミラー山の地質調査

　CHヘリ 1便目発艦後，格納庫から ASヘリを飛行甲板に出して，給油ほか準備をした後，

内陸の露岩域の調査に外田と支援 1名が搭乗して出発した．第 1目標はエンダビーランド北

部のブルシロフヌナタークほかのエリアであったが，朝の時点では雲高が低く山塊の標高を

考えるとフライトは難しいという判断で，標高の低いビーバー氷河北側の露岩域を目指すこ

図 6　エンダビーランド（アムンゼン湾周辺）地域で調査を実施した露岩の位置．
Fig. 6.  Location of the surveyed outcrops in the Amundsen Bay region, Enderby Land. 
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ととなった．最初の目的地としてミラー山を選定し，ASで露岩近くの氷床上に着陸して調

査と岩石試料の採取を行った．ミラー山では約 60 kgの岩石試料を採取した．午前のうちに

急速に天候が回復し，雲もほぼなくなり快晴の気象状況となったため，次の目的地としてブ

ルシロフヌナタークを目指すこととした．ミラー山を離陸して ASヘリでブルシロフヌナ

タークの露岩に接近し，着陸場所を探すために高度を下げて着陸地にアプローチをかけてい

る際に，ASヘリの機体に振動を感じた．パイロットの判断で，露岩への着陸と調査を中止し，

「しらせ」に帰還することとした．「しらせ」に向かうフライト中も ASヘリの異常な振動は

継続した．「しらせ」に着艦後 ASヘリの状態を確認したところ，テールローターを含めた

機体本体に複数の損傷が確認された．ASヘリが着陸のために露岩にアプローチした際に，

ダウンウォッシュで小石か何かを巻き上げて，それがテールローターに当たって，その破片

などで機体に損傷を与えたのではないかと推測された．

　機体の状態から，ASヘリの運用継続は不可能と判断され，CHヘリ 1機のみの体制となっ

たため（搭載している CHヘリ 2機のうち，1機は 1月後半にコクピットのウインドシール

ドと隣接する窓損傷のためフライト不可の状態となっていた），規定により CHヘリ（1機

のみ）のフライトは「しらせ」から 5マイル（約 9 km）以内に限定され，実際上として野

外の露岩域へのフライトは不可能となり，この時点でアムンゼン湾のヘリオペは終了となっ

た．

3.　設営
3.1.　通信

　通信機材リストを表 5に示す．調査地域は比較的遠距離の地点が多いため，定時交信用と

して，HF無線機＋ダイポールアンテナを 1セット，イリジウム衛星携帯電話 1台を通信担

当に用意してもらい，国立極地研究所の地圏研究グループで契約しているイリジウム衛星携

帯電話 1台を予備として用意した．また，ヘリオペの際に地上と上空のパイロットとの交信

用に Air VHFを 1セット借用した．調査用として，ハンディ CR無線機＋小型スピーカーマ

イクセットを 5セット（人数分＋予備 1セット）の提供を受け，それぞれ予備のバッテリー

なども配布を受けた（図 7）．

　昭和基地との定時交信は，主として HF無線機を用いて行うこととし，HFで通じない場

合や感度が悪い場合，イリジウム衛星携帯電話を用いることとした．また，野外行動中はイ

リジウム衛星携帯電話を非常用として常時携帯した．定時交信を含む調査期間中の通信記録

について，表 6にまとめた．定時交信は，昭和時間の 20：00から VHF無線機のチームが順

番に，引き続いて 20：30以降に HF無線機のチームが順番に昭和基地との通信を行った．岩

石チームは，ほぼ全期間 HF無線機を使用した．野外パーティの大部分は昭和基地に近い位

置で VHF無線機を使用するチームが多数で，HF無線機を使用するチームは 2～3チームと
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いうことが多かった．

　ヘリオペのフライト実施の際は，フライトの 2時間前（多くは早朝 6：00­8：00）に昭和

基地にキャンプ地の気象情報を報告する臨時交信を行った．また，ASヘリによるヘリオペ

において露岩への到着時と出発時にイリジウムで昭和基地に連絡を入れるとともに，今次隊

からのルールとして，CHヘリオペで露岩に到着時にもイリジウムで昭和基地に連絡を入れ

ることとなった．これは，直近の隊次でイリジウム等の通信機を持ち忘れたチームが出たた

めに，「しらせ」側が通信機を持っていることの確認を兼ねてこうした運用をして欲しいと

いう要請があったためである．

　HF無線機は比較的感度は良好なことが多かったが，時折，感度がほとんど取れないか無

感の状況があった．何か機器の故障等も疑ったが，翌日は感度明瞭に回復することが多く，

電波状況と判断した．また，イリジウム衛星携帯電話も，比較的容易につながるときと，何

度かけ直してもつながらないということもままあった．過去の経験上も，イリジウム衛星携

帯電話はつながるかどうかは状況次第，という感触があり，衛星電話を過信することはでき

ないと考える．

　通信機器の充電・電力は，持ち込んだソーラーパネルとバッテリーで十分に賄えた．Air 

VHFは，ASヘリによるヘリオペの際に使用した．露岩で ASヘリを迎える際に Air-VHFの

表 5　通信機リスト．
Table 5.  List of equipment for communication. 

図 7　A：昭和基地との定時交信に使用した HF無線機．B：野外行動中に常時電源オンで携行した CR
無線機．

Fig. 7.  A: HF radio used for regular contact with Syowa Station. B: CR transceiver used for field survey.
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電源オン状態で待機し，ASヘリが露岩近くにアプローチするタイミングで ASヘリから入

電があり，着陸位置の具体的な連絡・調整のために使用した．CR無線機は，各自に 1台配

布し，行動中は常時電源 ONとすることにし，隊員間で常時通信可能な状態となるように務

めた．おおむね良好な通信状態であった．

　シーズン後半に，2名ずつ 2チームに分かれて行動する際は，「しらせ」にいるメンバー

と野外にいるメンバーとで，しらせ OP室のイリジウム衛星電話を借用してチーム内での定

時連絡を行った．

　また，2月に実施したきんぎょ岩での軽量装備（HF無線機を持たずにイリジウム衛星携

帯電話のみ）による野営調査を実施した際は，朝夕の定時に，しらせ OP室とイリジウム衛

星携帯電話による安否確認の交信を行って，安全の確保の方策とした．

　調査の終盤に，メインのイリジウム衛星携帯が故障した．エラーメッセージから勘案して，

SIMカードの不調を疑った．予備機として部門で保有するイリジウム衛星携帯電話を持って

きていたため，以後はそれで対応した．また，イリジウム衛星携帯電話が複数台必要となる

複数チームに分かれて行動する際には，観測隊の予備機あるいは野外観測の終了したチーム

から借用を受けた．

3.2.　装備

3.2.1.　野営・共同装備

　野営並びに共同装備のリストを表 7に示す．ベースキャンプでの食堂用メインテントとし

てノースフェイス製の Dome5を用いた（図 8）．Dome5はしばらくメーカー製造中止の状態

にあったが，仕様の少し変更になったタイプが販売再開され，南極観測センターで新たに調

達したものの提供を受けた．食堂用テントの床面には，通常のアルミテントマットではなく，

面積が広くより厚手のシルバーシート（3.4×3.4 m）を使用した．Dome5テント内にメイン

テーブル 1台と人数分の小型の椅子を設置し，調理器具，通信機器，充電器，食糧などを配

置した（図 9A）．テーブルは，南極観測センターの在庫の提供を受けられなかったため，新

たに選定（アイリスオーヤマ製のやや横長の高さ 2段階調整可能なもの）して部門予算で調

達した．過去の隊次からの使い回しのロースタイルの椅子（キャプテンスタッグ製のロース

タイルのディレクターチェア）に合わせて低い設定で使用し，より安全・安定性を確保でき

た．物資用の予備テントとして，地圏在庫の石井スポーツ製 Gore Lightテントを持ち込んだ．

降雪による物資の濡れ防止や軽い物資の飛散防止のために，物資テントは有効であった．個

人用テントとして，ノースフェイス製の VE-25を 4張（南極観測センター提供），予備とし

てモンベル製のステラリッジ 3型を 1張（地圏在庫）用意した．報道や教員などの訪問者の

滞在が計画されていたが，ヘリオペや日程の都合で結果的に来訪がなくなったため，予備の

ステラリッジテントは使用しなかった．今次では，馬場ほか（2022）の提言に則りテープス
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表 6　通信状況．（1/2）
Table 6.  Records of radio communication. (1/2)
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リングを調達し，Dome5及びVE-25テントの張り綱に取り付けて，大型の岩石を使ってステー

をとれるようにした（図 9B）．またテント本体のぺグループには，5 mmロープを切断して

用意した長さ 30 cm程度のスリングを取り付け，岩石に固定してステーをとれるようにした．

これらの対処により最大 20 m/s程度の強風下でもテントが倒壊することなく使用できた．

ただし，シーズン開始直後のルンドボークスヘッタのキャンプでは，これらの対処を十分に

施さずに強風（12/23の荒天）にさらされたため，一部のテントのフライが破損することになっ

た．この破損個所は強力補修用テープで補修し，その後調査終了まで問題なく使用すること

ができた．また，ベルナバネでのキャンプ撤収時（2/2）に，20 m/s程度の強風にさらされ，

表 6　通信状況．（2/2）
Table 6.  Records of radio communication. (2/2)
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表 7　野営・調理・共同装備類のリスト．（1/2）
Table 7.  List of the camping, cooking and general equipment. (1/2)
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表 7　野営・調理・共同装備類のリスト．（2/2）
Table 7.  List of the camping, cooking and general equipment. (2/2)
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図 8　A：ベースキャンプの様子（かすみ岩），食堂用メインテント（Dome5）と個人用テント（VE-25
×4張り）並びに物資保管用テント（Gore Light）等で構成される．B：食堂用 Dome 5テントと
周囲の状況（インステクレパネ）．ソーラーパネルをメインテントの周囲に配置し，ケーブルを
テント内に引き込んでバッテリーを充電した．

Fig. 8.  A: Base camp at Kasumi Rock consisting of main tent (Dome5), personal tents (VE-25×4) and storage 
tent (Gore Light). B: Around the main tent Dome5 at Instekleppane. Solar panels are set in the ground, 
and cables are connected to the battery inside of the Dome 5 tent. 
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VE-25の本体（ポールスリーブ 1か所破損）とポール（破断 1本，変形 2本）が損傷した．

この後これらのテントを使用したキャンプの予定はなかったので，以後の調査に影響はな

かった．しかしテントの損傷はいつでも起こり得るので，チーム全体で損傷個所の修復方法

を共有しておくことが不可欠である．

　野外用の非常用装備として，南極観測センターからザイル（レスキュー用の新品の

10.5 mm径ザイル 1本＋前次隊からの使い回しのロープ 1本），カラビナ（安全環付き，安

全環なし），スリング，アッセンダー，ピッケル，アイゼン，ハーネス等の装備の提供を受

けた．ピッケルとアイゼンのみ，やや急斜面のベルクナウサネで携行したが，それ以外の装

備は使用しなかった．

　野営による露岩域での調査は，4人での地質調査の場合は約 800­900 kg（復路は岩石試料

がこれに追加）の物資量となり（図 9C），基本的には大型の CHヘリで人員・物資の輸送を

行うことになる．今回ヘリオペの調整の都合で，小型の ASヘリによる 1泊 2日の野営によ

る地質調査をきんぎょ岩で実施した（計画では 2泊 3日）．ASヘリの積載量並びに復路で岩

石試料分の重量が増えることを勘案して，物資を厳選した（約 150 kg）（図 10）．

3.2.2.　火器・調理器具

　火器・調理器具のリストを表 7に示す．調理用コンロには南極観測センターから提供され

た標準装備の高火力カセットコンロを使用した．火力も問題なく，故障などのトラブルも皆

無であった．同じカセットガスボンベで作動する携帯型バーナー（SOTO シングルバーナー

ST-301，SOTO G-ストーブ ST-320，共に地圏在庫）を予備・非常用として持ち込んだが，

使用しなかった．加えて，南極観測センターから，やかん，コーヒーメーカーを別途借用し

た．キッチンバサミ，計量カップ，袋口留めクリップ，保存容器（タッパーウェアー，ジッ

プロック，プラスチックボトル）など野外活動で有用と思われる調理器具について事前に検

討して購入・持参した．お湯の保温用に保温ボトル（1.8­2.0 L）2本の提供を受けた． 

3.2.3.　個人装備

　個人装備のリストを表 8に示す．野外観測用の標準的な個人装備の支給品・貸与品の配布

を受けた．貸与品のアウターについては，地質調査に適した耐久性のあるものを事前に国立

極地研究所で各自の体格に合うものを選定・確保した．地質調査に必須の登山靴については，

部門予算でそれぞれの隊員に合うものを選定して調達した．

3.2.4.　発電機・ソーラー発電

　野外キャンプ中の電力はソーラー発電システムにより賄うことを基本とし，予備・バック

アップ電源として通常のホンダ製 EU15i小型発動発電機（以下，発発と略す）並びにガソ

リンとカセットボンベの両方で発電可能なニチネン社製ハイブリッド型発発（G-cubic KG-

101）（共に地圏在庫）を用意した．EU15iは船に残置し G-cubic KG-101のみ野外に持ち込

んだが，結果的に全てソーラー発電システムで全電力を賄えたために，これら発発は使用し
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図 9　A：食堂用 Dome5テントの内部，700 Whの Jackery社製ポータブル電源（Jackery 708）と無線機器．
ポータブル電源（Jackery 708）は，蓄電残量，入力電力量，出力電力量がディスプレイに表示され，
残量や充電量がリアルタイムで把握できて便利であった．B：テントのステイを固定するための
テープスリングの設置状況．C：キャンプ移動の際の物資の集積状況．4名の野営調査の物資量は，
糧食を含めて 800～900 kg程度であった．D：UAVフライトの様子と使用した UAV DJI社製Mini 
3 Pro（ベルクナウサネ）．E：UAVで撮影した空撮画像から空中写真図を作成し，キャンプ地で
印刷して調査に使用した．F：「しらせ」船内の第 2観測室で復路に使用した岩石切断機．ちょう
ど流し台の中に収まる大きさであった．

Fig. 9.  A: Inside the Dome5 tent, 700 Wh battery Jackery 708 and radio communication equipment, input, output 
and remaining battery life are indicated in the display of the battery Jackery 708. B: Tape sling to fix the 
tent stay. C: Field equipment including food is about 800­900 kg (for 4 people). D: UAV (DJI Mini 3 
Pro) flight operated in Berrknausane). E: Aerial photo maps are prepared and printed in the field camp. 
F: Rock cutting machine used in the 2nd laboratory of Shirase. 
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なかった．

　ソーラー発電システムは Jackery社製ポータブル電源（Jackery 708×2台（電気容量

700 Wh，新規購入）及び Jackery 400×1台（電気容量 400 Wh，地圏在庫））に Jackery社製ソー

ラーパネル（Jackery SolarSaga100×5枚（地圏在庫 3枚＋新規購入 2枚））を組み合わせた

もので，一般に購入可能なものである．ソーラーパネルの設置はテント近くに平置きしてロー

プで固定し，ケーブルをテント内に引き込んでテント内に置いたバッテリーと電源ケーブル

で接続した（図 8，9B）．日中は 10～55 Wの発電があり，必要な電力を滞りなく賄うことが

図 10　 ASヘリでのきんぎょ岩への 1泊 2日の野営調査の輸送物資．A・B：ASヘリのサイドカーゴボッ
クスへの積み付け状況．調査用のザック等は ASヘリの機内に搭載．C：復路の物資（150 kg）
＋岩石試料（80 kg）の集積状況．岩石試料の分だけ，重量が増加． 

Fig. 10.   A・B: Cargo stored in AS helicopter for the field work in Kingyo Rock. C: Field equipment is about 150 
kg and the collected rock samples are 80 kg. 
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できた．バッテリーには，残容量並びにリアルタイムの入力・出力電力が表示されるため，

残量や使用量・発電量をリアルタイムで確認でき，便利であった．曇天でもそれなり（～

10 W程度）の発電量があった．この機種はバッテリーと電源ケーブルの接触が悪く充電が

開始されないことがあったが，何度かケーブル端子を抜き差しすることで充電が再開された．

また，この機種は満充電時に自動的にソーラーパネルからの入力をストップする機能がある

が，電気残量が減ったときあるいはケーブル端子を差し直したときに充電が再開された．ま

た，予備として地圏在庫の Baby Genny（Liberty Pak社製バッテリー）と RT-60（Power Film

社製パネル）とを組み合わせたものも持ち込んだが，使用しなかった．

　ソーラー発電システムによる電力の主な使用目的は，①昭和基地との定時交信に使用する

HF無線機の電源・充電，② HF無線機のバックアップ等に用いるイリジウム衛星携帯電話の

充電，③野外調査時に携帯する各隊員の CR無線機の充電，④各々の隊員が持ち込む調査機

材（デジタルカメラや GPS等）の充電，⑤調査で使用する小型 UAV（DJI Mini3 Pro×4台）バッ

テリーの充電，⑥データ処理用ノートパソコンへの充電を想定した．具体的な使用機器は，

表 8　個人装備品リスト．
Table 8.  List of personal equipment.
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HF無線機（要 18 W）×1台，イリジウム電話機（要 5 W）×2台，UHF無線機（要 20 W）×4台，

野外調査機材（要 15 W）×4名分及びノートパソコン（要 30 W）×4台を想定した．これらよ

り野外調査キャンプにおいて必要な総電力を約 300 Wと見積った．各機器の使用時間を毎日

2時間と仮定し，キャンプ 1日当たりに要する電力は 300（W）×2（h/day）＝600 Wh/dayと想

定した．これに加え，小型 UAV使用時には最大でバッテリー（要 50 Wh）×3本×4名分つま

り 600 Whを要する．日常的な消費電力と合わせて約 1200 Whが必要となることが想定され

たが，今回使用した Jackery社製ポータブル電源の総電気量は 1800 Whで，充分な電力を供

給できる計算であり，実際に電力供給が不足することはなかった．

　その他の電力獲得手段としては，最大出力 20～25 W程度の小型ソーラーパネルを地圏在

庫あるいは個人所有のものも併用し，USB給電に対応した各種小型機器の充電に用いた．

予備として充電式単 3型もしくは単 4型電池を 2本同時蓄電できるモバイルソーラー充電器

（太陽工房バイオレッタ VS01，地圏在庫）も持ち込んだが，使用しなかった．

3.2.5.　地質調査用具

（1）　調査用具

　地質調査用具リストを表 9に示す．ハンマー（エストイング 2 kg，ピックハンマー 1 kg），

サンプル袋，油性ペン等の通常の調査用物品・消耗品を人数分用意した．クリノコンパスは，

使い勝手の良い現行品が存在しないため，各自で使っているものを持ち込むこととした．

GPSについては，地形図データを格納するために，GPSMAP64csxを在庫・新品併せて人数

分用意した．GPSについての詳細は，3.2.6．項に記す．地圏在庫の帯磁率計（Terraplus社

製 KT-10 v2）も持ち込んだが，使用しなかった． 

（2）　UAV（Unmanned Aerial Vehicle）

　今回の調査では，小型 UAV（Unmanned Aerial Vehicleあるいはドローン）による露岩空撮

を各露岩で実施した．主機として DJI社製Mini3 Proを 4台（新規購入），予備機として DJI

社製Mavic2 Proを 1台（地圏在庫），合わせて 5台を持ち込んだ．結果的に，Mini3 Proだけ

を使用した．Mini3 Proは小型軽量で，バッテリー容量も 30­40分のフライトが可能であり，

野外行動中に随時必要に応じて空撮のフライトを実施した（図 9D）．以前は，UAVの使用

に先立って発発によるバッテリー充電，及びバッテリー保温のための湯たんぽ作りを要した

が，バッテリー性能の向上並びに UAVの小型化・必要電力量の削減により，充電済みバッ

テリーを普通に携行することで問題なくフライトに使用できた．離発着や衝突防止の自動機

能などの性能も向上しており，不整地からの離発着やバッテリー容量低下による自動帰還な

ど，支障なくフライトを行えた．ただし，インステクレパネでの 1月 23日の UAVフライト

の際に，コントローラーと DJI Mini3 Proとの通信が地形の影響で途絶し，墜落・機体を氷

河上にロストした．それ以外には，消耗品交換，プロペラの破損なども発生せず，特にトラ

ブルなく使用できた．今回様々な気候環境下でフライトを実施した結果，風速 10 m/s程度
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までであれば，問題なくフライトを実施できた．ただし，コントローラーのディスプレイ上

に表示される上空の風速・風向等をよくモニターすることが不可欠であり，バッテリー残量

に余裕を持たせて帰還させることが望ましい．飛行中の故障等により UAVが回収困難とな

る可能性があるため，撮影用メモリーカードは，フライトごとに新しいものと交換した．今

回は各機体のバッテリー 3個に対応して，予備カードも 3枚用意し，飛行のたびにメモリー

表 9　地質調査用具リスト．
Table 9.  List of the geological survey equipment.
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カードを差し替えて前回飛行分の写真データ損失を防いだ．また UAV作業の終了後にベー

スキャンプへ戻った際には，PCで必ず撮影データをバックアップするようにした．

　撮影画像については，次節で詳述するとおり，野外キャンプで Photoshopを用いて画像貼

り合わせを行って即席で使用するとともに，「しらせ」に持ち帰ったのちに 64 MBのメモリー

を搭載したパソコンと GIS用の画像処理ソフトにより立体・高度情報も加味した 3次元の

結合作業を行った．結合には数時間～数日必要な場合があること，隊員が全て揃っていると

きに写真結果について議論できることから，帰路の「しらせ」船内でデータ処理できたこと

は有用であった．

（3）　その他

　それ以外に，南極観測センターで保有するハンディ型蛍光 X線分析装置（Horiba製

MESA-630）を借用した．結果的に使用しなかった．

　船上用として，小型の水冷式岩石切断機（マルトー MC-110）を第 2観測室に持ち込んだ（図

9F）．岩石切断機は，採取した岩石試料の切断と岩石チップの作成に復路の船上で使用した．

3.2.6.　地形図，航空・衛星写真，GPS

　リュツォ・ホルム湾沿岸からプリンスオラフ海岸の大部分の露岩域については，国土地理

院の地形図が整備されているとともに，国立極地研究所発行の地質図も整備されている．地

質調査用に，調査予定地域の地形図・地質図にスケールを書き入れたものを事前に用意し，

A4用紙に印刷して各自に配布した．また Garmin製の市販の携帯型 GPS受信機（以下，

GPS受信機と略す）及び PC上で使用可能なデジタルデータを準備し，現地での地質調査並

びに調査後のデータ整理等に活用した．

　GPS受信機に表示可能な地形図のデジタルデータは，国土地理院から提供を受けて必要

なファイルを GPS受信機に入れて調査に用いた．また，足立隊員が等高線や各種地形図・

地質図画像を GPSに表示可能な各種ファイルを作成し，各自の GPS受信機に取り込んで使

用した．等高線ファイルは（国土地理院発行の 5万分の 1地形図のシェープファイルを南極

地理空間情報ホームページ（https://www.gsi.go.jp/antarctic/）よりダウンロードした．この

シェープファイルを GPSMapEditにより編集し，Garmin GPS用の地図形式 imgファイルに

変換した．また各種地形図・地質図はそれぞれの PDFあるいは JPEG画像にフリーの地理

情報システムソフトである QGISのジオレファレンス機能を使用して座標を登録し GeoTiff

ファイルに変換したものを，QGISの "GarminCustomMap" プラグインを使用して kmzファ

イルに変換した．現行の最新機種である Garmin GPSMAP64csxでは，格納する地図類に容

量等の制限がないため，全ての地図ファイルを格納しておいて，必要に応じて表示を切り替

えて使用した．GPS受信機上で地形図や地質図を表示できて大変有用であった．Garmin 

GPSMAP64csx以前の GPSMAP64シリーズやさらに旧式には kmzファイルの総タイル数に

上限がある（機種によって 100タイルあるいは 500タイル）ため，調査地域が変わるたびに
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マップセットを入れ替える必要があった（馬場ほか 2022）．ただし，今回作成した等高線ファ

イルは imgファイルであり kmzファイルの総タイル数の制約は受けず，他の各種地形図・

地質図も 1露岩の地図ファイル当たり数タイルであるため，旧式の機種であっても一度に全

調査地域の地図を格納・表示でき，手持ちの機種を有効活用できると思われる．

　ベルクナウサネ及びインステクレパネは，地形図・地質図共に地質調査に十分な詳細地図

が発行されていない地域であった．そこで，ベースキャンプ設立後速やかに UAVによる空

撮を行い，画像を Adobe Photoshopの Photomerge機能を使って合成したのち色調補正した全

域空撮写真図を作成した（図 9E）．また調査中に 30地点程度で GPS座標を取得し，その座

標を QGISのジオレファレンス機能を使用して，全域空撮写真図に登録して GeoTiffファイ

ルに変換した．

　上記のデジタルファイルは，GPS受信機で取得した調査データと共に QGIS上でも表示が

可能であり，調査後のデータ整理・解析に非常に有用であった． 

3.3.　食料

　野外調査期間中の食料は「しらせ」補給科によって調達され，フリーマントル出航（2023

年 11月 30日）後の 12月 10日に冷凍品，12月 12日に冷蔵品・常温保存品の配布が行われた．

今回の岩石チームの必要人日数は 144人日であった．実際に配分された食料を表 10に示す．

これらに加え，国内で事前に調味料類，乾物類（即席ラーメン等）を購入し持参した．支給

された食材のうち，予備食としてレトルト食材及びフリーズドライライス・パスタを，行動

食としてビスケット，チョコレート，飴等を別に梱包した．非常食はチームの人数（4人）

×2泊 3日分の食料として，フリーズドライライス・パスタ，カロリーメイト，チョコレート，

ミネラルウォーター等を詰めた小ダンボール 1箱が FAから配布された．この非常食は日帰

りのヘリオペ調査などの際には非常用装備の一部として携行した．今次の岩石チームは，5

日程度の野営を伴う調査を 7か所で実施する計画だったため，残りの食材を通常食として，

おおよそ 8分割してダンボール箱等に梱包した．大きな塊で支給された冷凍肉類（牛肉，豚

肉）は，65次隊調理担当ほかの支援を受けて小分け・真空パックにした．配給作業は冷凍品，

生鮮食料，乾物や缶詰などの常温保存品・調味料に分けて行われ，それぞれ配分された日の

翌日には作業を終えた．また，めんつゆ，白だしみりんなど大容量の容器（2リットル）で

支給された調味料は，事前に準備したプラスチック容器に小分けにして持参した．冷凍品，

冷蔵品はチーム名及び代表的な内容物と番号を明記し，第 2観測室の冷凍室，冷蔵室内で保

管した．

　飲料水はベースキャンプ付近の池の水を基本的に利用したが，「しらせ」発のキャンプ移

動の際は水道水を 20 L，10 L，5 Lポリタンクそれぞれ 2本を満水にして持参した．キャン

プ移動時には現地の池などからこれらのポリタンクに補充して，満水の状態を常に心がけた．
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これは，露岩によってはキャンプサイトで飲料水が確保できる保証がないためである．

　ベースキャンプでは，調理用に支給されたカセットボンベで利用可能なカセットガス小型

冷凍庫（ドメティック COMBICOOL ACX35G，地圏在庫）を 2台持ち込んで，主として冷

凍品を保管した．小型冷凍庫に入りきらない冷凍品は 3台のクーラーボックス（IGLOO社

製マリーンウルトラ 54ほか）に保管した．冷凍パン類，冷凍ケーキ・甘物などは容積的に

カセットガス小型冷凍庫やクーラーボックスに入りきらず，ダンボール箱等で野外に保管し

たが，特に問題は生じなかった．野菜などの生鮮品に関しても同様である．

　行動期間中，キャンプサイト移動時に冷凍・生鮮食品食料を必要に応じて追加輸送するこ

ととした．露岩から次の露岩に「しらせ」を経由せずにキャンプサイトを移動する際には，「し

表 10　食糧品リスト．（1/2）
Table 10.  List of foods. (1/2)
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表 10　食糧品リスト．（2/2）
Table 10.  List of foods. (2/2)
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らせ」からの CHヘリに追加食料の積み込みを輸送担当隊員に依頼した．結果として食料の

過不足を調整することができ，無駄を省くことができた．第 3期及び第 4期中に実施した 2

名でのキャンプの際には，予備食に焼きハンバーグやおでんなど湯せんだけで食事が可能な

食材を加えたセットを別途準備した． 

　「しらせ」からの食料支給に先立ち過去の配分を確認したものの，今回の支給品，数量と

は異なるものが多く，想定外のものが多かった．「しらせ」補給科での調達食品は，毎隊次

仕様や調達先が変更となるため，支給される食料の内容・数量・仕様は隊次ごとに全く異な

る．過去の隊次からの引き継ぎは参考にしつつ，必需品は日本からの持ち込みも検討し，あ

とは現場で臨機応変に対応する心づもりが肝要である．

3.3.1.　食料計画の実施状況

　野外調査時の食事の献立は，冷凍品の早期消費に努めた．冷凍状態を保持できないパン類

は朝食，昼食として早期に利用した．また，カセットガス小型冷凍庫やクーラーボックス内

に保管しても解凍しやすいスライス肉類，味付けされた魚の切り身などは夕食の副菜として

調理し早めに消費した．ブロック状の魚肉や冷凍野菜は，長期間冷凍状態を保持することが

可能であった．食料特に冷凍品の保管については，IGLOO社製のクーラーボックスは非常

に保温性能が高く 1週間程度のキャンプ最終日でも一部が凍った状態を保持した食材もあっ

た．一方でカセットガス小型冷凍庫は重量がかさむが容積は小さく，定期的にガスの残量確

認や交換が必要になる上，冷凍状態を完全に保つことはできないことを鑑みると，今後は

IGLOO社製クーラーボックスのみで冷凍品の保管を検討してもよいかもしれない．生鮮品

として白菜とキャベツが多く配給されたため，キャンプ期間中毎日新鮮な野菜を食すことが

できた．一方で使い勝手がよく，より保存のきく玉ねぎやジャガイモはやや不足気味であっ

た．また，63次隊で導入されたカセットガス炊飯器（HAN-go：イワタニ社製）を今次でも

使用した．馬場ほか（2022）でも述べられているように，15分程度の炊き時間と 20分程度

の蒸らし時間で，圧力鍋で炊いたご飯と遜色なく常に良い状態に炊きあがり，焦げ付きもな

く，ウェットティッシュで簡単に掃除ができるなど非常に有用であった．今後の調査でも積

極的な利用を勧めたい．表 11に調査期間中の代表的な献立を示す．隊員に好評だった食材

としては，うなぎかば焼きや焼きハンバーグ（共に真空パック）が挙げられる．また，刺身

用の食材（マグロ，イカ，サーモン，ホタテ貝柱など）を利用して野外で海鮮丼を実施した

のが印象に残る．野営用の調理器具ではきちんと火を通しにくそうなチキンレッグなど大き

めの冷凍食材も，調理隊員のアドバイスでジップロックなどに下味を付けたものを入れて，

湯煎で長めの時間でじっくり火を通した後にフライパンで外側の皮を焼くなどの工夫でおい

しく食べることができた．

　ベースキャンプの移動日や日帰りのヘリオペが実施される日の朝食は，調理器具や食材を

迅速に梱包する必要があったため，湯せんのみで調理が可能な冷凍おにぎりやカップみそ汁・
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スープ等を利用した．ただし，今年度の糧食用の冷凍おにぎりは，湯煎でのもどりが悪いタ

イプであったため，後半はあまり使用しなかった．

　なお，全調査期間を通じた野外宿泊は 156人日であったが，消費した食料は配布総量の半

分程度であった．未開封及び第 2観測室の冷凍庫・冷蔵庫に保管（未使用）の食材は，調査

終了後に昭和基地に運んで越冬調理隊員に託した．冷凍庫・冷蔵庫からいったん出した食材

は，使い切るように努力した．カセットガスの総消費量は 57本であり，これはカセットコ

ンロでの調理分だけでなく，カセットガス小型冷凍庫での使用分も含む．飲用水の 1日当た

りの消費量はおおよそ 5 L程度（4人滞在時）であった．

3.4.　医療

　医療品については，医療隊員が準備した救急箱を国内準備段階に国立極地研究所で受け取

り，野外に持参した．重篤な疾病や怪我が発生した場合は，応急処置や蘇生を行うとともに

速やかに昭和基地へ連絡し，観測隊長の判断によって「しらせ」CHや観測隊 ASでピックアッ

プすることになっている．そのため，野外で使用する救急箱には応急的な医療品が準備され

た．救急箱の中身は図 11及び表 12に示す．また，個人でも絆創膏や湿布など必要なものを

準備し持参した．救急箱の医療品の使用方法については「しらせ」艦内講義でも説明があっ

たが，より詳しい使い方を事前に医療隊員に個別に質問し，岩石チームの医療担当者が理解

しておいた．救急箱の医療品を使用した際は，同梱されている使用記録シートに記入するこ

表 11　代表的な献立．
Table 11.  Representative menu.

図 11　医療隊員によって用意された救急箱．
Fig. 11.  First-aid kit prepared by medical staff.



75第 65次日本南極地域観測隊夏期地質調査報告 2023-2024

とになっている．実際の野外活動においては切り傷や腰痛などは発生したが，各個人で対応

できるかなり軽度なもののみであったため，服薬や医療隊員に相談することもなく，幸いに

も今回の岩石チームでは救急箱を使うことはなかった．

3.5.　気象観測

　調査地域の各ベースキャンプにおいて岩石チーム気象担当者が 1日 2回，原則として 7：

30 LTと 19：00 LTを定時とし，調査の都合で定時に観測できない場合は可能な限り定時に

近い時刻に観測を実施した．また，ヘリオペの際はヘリコプターの出発時刻の数時間前に気

象通報する必要があるため，定時観測の時間を変更するか，定時観測に追加で行った．気象

通報の具体的な時刻は前日の定時交信で指示されるため，それに従って観測時刻を設定した

（気象通報は CH・AS共にヘリコプター出発時刻の約 2時間前であることが多かった）．夕

刻の観測結果は定時交信で昭和基地に報告し，その際に向こう 2～3日間の天気予報を気象

表 12　医療品リスト．
Table 12.  List of medical equipment. 
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隊員から受け取った．

　気象観測の項目や観測方法は「しらせ」艦内講義でも説明を受けるが，今回は出発前に気

象隊員と個別に打合せし，資料を送付していただいて準備を行った．観測には地圏所有の気

象野帳及びハンディ気象計（ケストレル）を使用し，使用方法は岩石チームの気象担当者が

事前に習得しておいた．観測項目は，気圧 （hPa），気温 （℃），湿度 （%），天気，風向 （8方位），

風速 （m/s），視程 （km），雲量 （オクタス /0～8），雲形である．このうち，気圧，気温，湿度，

風速はケストレルを用いて，天気，視程，雲量，雲形は目視で観測した．風向は方位磁針で

磁方位を確認し，偏角をどの露岩においても 50°として補正し，真方位で記録した．これは

気象隊員からいただく気象予報が真方位であることに合わせた．また，気象隊員作成の資料

に基づき 8方位とした．風速は観測中最大の数値を記録した．観測時の注意点としては，ケ

ストレルが外気と十分に温度平衡でなければならないため，テント内で保管した場合はテン

ト外に出して 10分程度待機した上で測定する必要があったことである．視程は 10 kmまで

の場合は距離で示し，それ以上は十分良いとして >10 kmとした．気象観測の経験がない者

にとって雲形を正確に判断することは難しかったが，気象隊員によって用意された資料にそ

れぞれの雲形の写真が添付されていたため，それと比較して最も近いものを選ぶことができ

た．天気は降雪などなければ雲量によって判断し，0～1は快晴，2～6は晴れ，7～8はくも

りとした．ベースキャンプ位置は CHヘリコプター着陸地点の近く（きんぎょ岩については

AS着陸地点の近く）であるため緯度経度については省略する．気象観測の全結果を表 13に

示す．気温については図 12Aにグラフで示す．気温について総括すると，どの露岩でも朝

に低く，夕方に高い傾向が見られた．また，風速については図 12Bに示す．風速と風向に

ついて総括すると，どの露岩でも風速は朝に大きく，夕方に小さい傾向が見られる．風向に

ついては同一露岩でのキャンプ中はおよそ一定で，大きな変化は見られなかった．以下に，

各ベースキャンプでの気象の総観を述べる．

　ルンドボークスヘッタ（12/20～12/26滞在）では，ブリザードの日（12/23）とその翌日

を除いては穏やかな天気であった．12/23のブリザードは，「しらせ」では最大約 50 m/s，昭

和基地でも最大約 35 m/sの強風が吹き，風速・視程は A級相当であったが継続時間が足り

ず B級ブリザードとなった．ルンドボークスヘッタでは 11：07に風速最大 20 m/s，視程

20 mを記録した．強風は 12/23で収まったが，やや強い風（5 m/s）と視程の悪さは翌日

12/24まで続いた．

　かすみ岩（12/28～1/3滞在）では，深夜から早朝にかけて風がやや強い（～5 m/s）ことが

多かったが，午前 9時前には微風になっていたため，天候が調査に影響を与えることはなかっ

た．日中は穏やかな天候で，調査中は薄手の服装でも良いことが多かった．

　二番岩（1/3～1/12滞在）では，全日程を通して一日中風は弱く，穏やかな天気であった

ため，天候が調査に影響を与えることはなかった．調査中は薄手の服装でも良いことが多く，
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テント内は昼間に 25℃を超える日もあった．唯一，1/9は日中も風が 5 m/s程度吹いており

ほかの日よりも寒さを感じたが，調査に大きな影響はなかった．

　ベルクナウサネ（1/14～1/21滞在）では，やや強い（>5 m/s）～強い風（>10 m/s）が午後

11時～翌朝午前 10時頃まで続くことが多かった．また，朝の降雪により悪化した視程の回

復を待つこともあった．そのため，調査開始時刻を通常より遅らせる（11時頃ベースキャ

ンプを出発する）ことがあった．ベルクナウサネでは昼間でも風は比較的強かった．昼間で

も霧によって視程が悪化することがあり，特に悪化した際は早めに調査をやめ，ベースキャ

ンプへ戻った．

　インステクレパネ（1/21～1/29滞在）では，全日程を通して一日中風は弱く，穏やかな天

候であった．調査中は薄手の服装でも良いことが多かった．テント内は昼間に 25℃を超え

る日もあった．天候が調査に影響を与えることはなかった．

　ベルナバネ（1/29～2/2滞在）では，全日程で強風（>10 m/s）が観測された．また 1/31か

らは低気圧の接近に伴い，20 cm程度の積雪があったため，調査を取りやめベースキャンプ

で待機することとなった．なお，1/31の 14時から 17時にかけて降雨が認められた．2/2に

天候は回復したものの，20 m/s程度の強風に伴う低い地吹雪の中，キャンプ撤収を行った．

　きんぎょ岩（2/3～2/4滞在）は 1泊のみの滞在であったが，日中は穏やかであったため，

調査に影響はなかった．深夜～早朝に 6 m/s程度のやや強い風が吹いていたが，午前 6時 30

分頃には微風になっていたため，朝の調査に影響はなかった．

　全日程を総括すると，ベルクナウサネとベルナバネ以外は風が弱く，薄手の服装でも調査

可能な暖かい日が多かった．また，悪天による停滞はほとんどなく，多くの日数を野外調査

に費やすことができた．

3.6.　環境保全

　野外で発生したゴミについては，観測隊の環境保全隊員によって行われた「しらせ」艦内

講義の内容に従って分別した．各野外チームは，南極の自然環境保護と昭和基地における処

理の際の環境保全隊員の負担軽減のために，野外に出発する前に分別方法と処理方法を理解

しておく必要がある．野外における具体的な分別種としては，可燃ごみ，生ごみ，プラスチッ

ク，ペットボトル，アルミ缶，スチール缶，ガスカートリッジ缶，ダンボール，ガラス，排

泄物，その他（電池など）である．野外では 12 L程度の小袋に分別して袋に種類を記入し，

排泄物以外はいったん野外装備として支給されるタイコンに全て収納した．基本的に，タイ

コンは 6­9泊程度の 1キャンプ地につき 1袋を使用した（図 13）．ダンボールがタイコンに

入らない場合は，ダンボール箱にダンボールを束ねて入れておいた（図 13）．排泄物は，ト

イレに使用しない別の密封できる形状の金属ペール缶を用意して保管した（図 13）．「しらせ」

に戻らず次のキャンプ地へ移動する際は，事前の定時交信にて通信隊員を通じて輸送隊員へ
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廃棄物の入ったタイコンの「しらせ」への持ち帰りと「しらせ」船倉での保管を依頼した．

廃棄物は「しらせ」ではなく，全て昭和基地で処理する必要があるため，全てのキャンプを

終えた後保管してあった全ての廃棄物を昭和基地へ持ち込んだ．分別の判断がつかない廃棄

物や野外では処理しづらい廃棄物（例えば，食用油が残っているボトルなど）は別の箱にま

とめて昭和基地へ持参し，環境保全隊員の指導を受けながら処理した．昭和基地では廃棄物

の種類別にタイコンにまとめる必要があったため，昭和基地にて再度分別し，環境保全隊員

の指示に従いながら処理した．計量したごみの重量は多い順に，可燃ごみ 47.5 kg，排泄物

28.0 kg，生ゴミ 14.5 kg，ペットボトル 0.5 kgであった．ダンボール，缶，ガラスごみは廃棄

が発生したが計量はしていない．

表 13　ベースキャンプでの気象観測結果．（1/2）
Table 13.  Record of meteorological observations at base camp. (1/2)
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　次に各種廃棄物についての詳細を述べる．最も多く発生した廃棄物である可燃ごみの内容

は，多くは食器や体を拭くウェットティッシュなどの紙類と食材が梱包されていたビニル袋

である．生ごみとプラスチックごみは野外では少量しか発生しなかった．少量の場合は可燃

ごみとして処理することが認められているため，野外では可燃ごみとした．最終的に発生し

ている生ごみは，キャンプ終了後，傷んだ食材の廃棄を行った際に発生したものである．そ

れの分別の際は厚手ビニル袋を二重にし，それぞれの口を一本結びで封止した．ペットボト

ルは中を水で洗浄し，キャップを外して保管した．ガラスごみの多くは飲料の空き瓶であり，

表 13　ベースキャンプでの気象観測結果．（2/2）
Table 13.  Record of meteorological observations at base camp. (2/2)
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水で洗浄し保管した．輸送中に破損すると危険なため，タイコン中ではほかのごみで囲む形

で中央に置いた．缶ごみは，飲料の空き缶の場合，中身は飲みきり，水で洗浄した．洗浄し

図 12　 調査期間中朝・夕の気象観測データ．A：気温．B：風速．RVH：ルンドボークスヘッタ，
KSI：かすみ岩，NBI：二番岩，BRK:ベルクナウサネ，INS：インステクレパネ，BRN：
ベルナバネ，KGI：きんぎょ岩．

Fig. 12.   Meteorological data collected in the morning and evening during the field survey. A: 
Temperature. B: Wind speed. RVH: Rundvågshetta, KSI: Kasumi Rock, NBI: Niban Rock, BRK: 
Berrknausane, INS: Instekleppane, BRN: Berrnabbane, KGI: Kingyo Rock.
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た缶はアルミ缶とスチール缶で分別し，輸送時の体積を軽減するため，つぶして保管した．

ガスカートリッジ缶は必ず空になるまで使用し，野外では穴開けはせず，そのままの状態で

保管した．穴開けは昭和基地焼却炉棟の外にて実施した．ダンボール箱は解体し，束ねて保

管した．丈夫なダンボールは今後の再利用の可能性を考慮して廃棄せず保管した．野外にお

ける排泄はペール缶トイレを使用した．ペール缶トイレ及びトイレテントは国立極地研究所

より環境保全隊員を通じて貸与され，設置・撤収・使用方法は国内での準備段階で環境保全

隊員より個別に指導いただいた．ペール缶トイレはペール缶に専用の土嚢袋，二重にした黒

色ビニル袋を被せ，最後に便座を置いて使用した．袋を入れ替える際は，環境保全隊員の指

示どおり，最も内側の黒色ビニル袋を一本結び，中間層の黒色ビニル袋を一本結び，最外の

土嚢袋は口を縛って封止した．このような結び方をする場合，結びしろを残すため，メンバー

が 4人の場合は 6日以内に交換する必要があった．トイレテントは最初から取り付けている

紐に丈夫なテントロープをつなげて強度を上げ，トイレテントの中間部 4か所と底 4か所に

ある固定用の紐を重い石に巻き付けて固定した．枠組みは柔軟性が高いため 10 m/s程度の

風でも折れなかったが，生地は石に擦れて破れやすいため，強力粘着テープやテント用補修

テープなどで適宜補修する必要があった．その他のゴミ（電池など）は発生しなかった．電

池については充電して再利用可能なものを用いたため，廃棄は発生しなかった．

3.7.　輸送・航空調整

（1）　物資輸送

図 13　キャンプ地で発生した廃棄物．
Fig. 13.  Waste at a camp site. 
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　野外観測物資は，基本的には「しらせ」の船倉（野外バラ物資はおおむね 3船倉内）に収

納され，暴風圏での動揺を防ぐために完全に保定されており，南極到着まで物資にアクセス

することができない．これまでの輸送計画に従い，往路の船内作業に必要な物資（糧食関連，

バッテリー，地形図他）は観測隊フロアにある第 2観測室に収容した．今次隊では第 2観測

室を使用するチームが多く，復路で使用する岩石切断機はひとまず 3船倉に収容し，復路に

第 2観測室に移すことにした．3船倉の野外物資は，南極圏の氷海に入って船の動揺が少な

い状況になってから，夏期オペレーション開始の直前の 12月 18日に「しらせ」運用科の支

援を受けて，バラ物資の保定を解いて，各野外チームの担当者が 3船倉で仕分けと物資確認

を行った．そのタイミングで，われわれ岩石チームでも最初の露岩域に持ち出す物資，次の

露岩以降で使う補充物品，観測フロアの第 2観測室に移すもの，という仕分けを行った．

　野外糧食は食料の項で記述したとおり，船倉の物資保定解除に先立つ 12月 10­12日配布

を受け，引き続いて梱包と野外各期間用の仕分けを行った．それらは，観測隊フロアのネッ

トワーク室や第 2観測室（冷凍・冷蔵品は，第 2観測室の冷凍庫・冷蔵庫）に仮置きされた．

　夏期間の地質調査で採取した岩石試料（総量 3260 kg）の復路の収納場所として，観測隊

輸送担当と「しらせ」運用科との調整により，3船倉の隣の 4船倉内に設置されたメッシュ

パレット（国立極地研究所保有 4個，「しらせ」から借用 2個）内に岩石の入ったプラペー

ル缶，土嚢袋，小段ボールを収納し，荷崩れ防止や国立極地研究所までの輸送の利便を図っ

た（図 14）．有効な方法なので，今後も同様の措置を事前に調整するといいように思われる．

なお，岩石試料を梱包したプラペール缶や土嚢袋は，各隊員ごとに異なる色の養生テープで

マーキングをし，国立極地研究所に届いた後に各大学・機関に振り分けて再配送する際に仕

分けをしやすいように工夫した．

（2）　航空調整

図 14　 A：４船倉内に設置されたメッシュパレットと岩石試料の入ったプラペール缶．B：岩石試料の
入った土嚢袋と輸送用のメッシュパレット．

Fig. 14.   A: Rock specimen packed in the plastic cans stored in the mesh pallet of the 4th hatch. B: Rock specimen 
packed in the sand bags stored in the mesh pallet.



83第 65次日本南極地域観測隊夏期地質調査報告 2023-2024

　露岩域での地質調査は，ひとえに天候とヘリコプターの支援に依存する．今シーズンは，

特に 12月から 1月にかけて好天に恵まれたために，順調に調査を実施できた．また，事前に

計画変更の様々なオプションを検討済みであったため，また橋田隊長に状況に応じて柔軟に

計画変更の相談・対応をいただけたため，状況の変化に応じての計画変更がうまく機能した．

　プリンスオラフ海岸方面の遠距離の観測隊 ASヘリでのヘリオペのために，事前に「しら

せ」CHヘリによってかすみ岩に燃料ドラム（航空燃料 JET-A1ドラム半量（約 100 L）×4本）

の輸送とデポを行った．燃料ドラムデポ設置場所の候補は二番岩あるいはかすみ岩のどちら

かと想定していたが，しらせ飛行科との打合せで着陸地点の詳細情報を勘案してかすみ岩を

選定した．観測隊 ASヘリは，プリンスオラフ方面の 1月 2日（昭和基地～かすみ岩～日の

出岬東方の小露岩～びょうぶ岩東部～びょうぶ岩～かすみ岩（給油）～昭和基地），1月 8

日（昭和基地～二番岩～ちぢれ岩東部露岩～かに岩～梅干岩～二番岩～かすみ岩（給油）～

昭和基地），2月 3日（昭和基地～きんぎょ岩～かに岩～かすみ岩（給油）～きんぎょ岩～

昭和基地）の計 3回のフライトの際に，かすみ岩の燃料デポでそれぞれ給油を行い，用意し

たドラム 4本分の 400 Lのデポ燃料はちょうど全て使い切った．

　ヘリの運用に関しては，様々な規定や運用上の制約がある．現状を整理すると以下のとお

りである．

・ヘリは常に複数の機で相互にレスキュー体制を必要とする．1機しか飛行可能でない状況

では，飛行可能範囲は 5マイル（約 9 km）以内とする．

・CHヘリの進出可能距離は，「しらせ」の位置から 100マイル（約 180 km）以内とする．

ASヘリには制限はないが，上記の相互レスキューの観点から 100マイルを超えるフライト

は実施しない．

・CHヘリが 75マイル（約 140 km）を超えるフライトを行う際には無線中継を要する．そ

のため，もう 1機の CHヘリあるいは ASヘリが中継地点までの飛来を要する．

・昭和基地への優先空輸・本格空輸等の期間中は荷繰り対応の効率から昭和基地への空輸継

続を優先し，野外観測の支援は昼休憩の時間帯（昼 1時間半程度）のみとする．

・CHヘリで着陸実績のない新たな露岩や着陸点には，可能な限り軽積載での事前の着陸地

点調査（着陸適地調査）を実施する．重積載で新たな着陸地点に着陸を試みるのは時間・燃

料・リスクの観点から，なるべく避けたいとのこと．

・CHヘリ（1機）の定期点検期間中も ASヘリがフライト可能状態であれば，相互レスキュー

体制は確保されるため，CHヘリ（もう 1機）のフライトは可能．

　CHヘリは，自衛隊の規則・運用上の制約が多いとともに，フライト計画自体も艦長まで

の決裁を要するために，通常は 2日前くらいまでに確定した計画で動くことになり，状況に

応じた臨機応変な計画変更はなかなか難しい．今年は，橋田隊長や飛行科の担当者の小まめ

な対応がいただけたため，天候の変化や状況の推移に応じて艦長決裁後の再度のフライトプ
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ランの変更なども行っていただけた．一方の ASヘリは，観測隊側で運用するために，パイ

ロットの判断等で臨機応変に運用が可能である．

　また，雲高と風速がヘリオペの際の制約となる．風速については，CHヘリは 20 m/s程度（ベ

ルナバネ），ASヘリは >10 m/s（ベルクナウサネ）でも運航・露岩域での離着陸を実施する

ことが可能であった．一方，雲高や視程の制約が厳しい印象であった．「しらせ」近辺，露

岩の近辺，その間のエリア全てで雲高と視程をクリアしないと安全のためにヘリは運航でき

ない．そのため，露岩側は晴れているのに「しらせ」上空の視程が悪いためにフライトを実

施できない，という状況がしばしばあった．また，CHヘリに比べて ASヘリの方が風の影

響を受けやすく，安全のために飛行高度を取らないといけないということで，雲高にシビア

な影響を受ける．「しらせ」船内でもそれなりの気象情報・予報は入手可能であり，野外滞

在中も定時交信での気象予報を参考にこうしたことも念頭において，ヘリオペの計画や天候

の見通しと合わせた野外計画の立案や変更が重要である．

　また，かねて指摘されていることであるが，「しらせ」飛行科とのコミュニケーションによっ

てヘリオペの具体的なフライトプラン作成や実施に当たっての協力・サポート体制に少なか

らず影響があることは否めない．今次隊でも，飛行科とのコミュニケーションは非常に良好

であった．フライト計画の立案や修正ほか，様々な場面で前向きのアドバイスや積極的なサ

ポート・支援を得られた．

4.　採取岩石試料
4.1.　概要

　南極観測によって採取された試資料の取り扱いは，「大学共同利用機関法人情報・システ

ム研究機構国立極地研究所データ・試資料の取り扱いに関する基本方針（研究所会議決定

2010年 9月）」に方針が定められ，「南極地域観測事業により得られた調査観測データ・サ

ンプルの取り扱い要項（所長裁定：平成 30年 11月 30日；最終改正：令和 4年 5月 23日）」

並びに「南極観測事業における国立極地研究所が担当する調査・観測によって得られたデー

タ・サンプル取り扱いマニュアル（国立極地研究所 ADS推進室）2022年 11月版」に従う．

　その上で，南極観測で採取した岩石試料に関しては，NIPR岩石リポジトリ（NRR；NIPR 

Rock Repository；https://ads.nipr.ac.jp/nrr/）に登録し，公開することとなっている．NIPR岩

石リポジトリは，JARE-58の帰国後から整備が始められ，JARE-58，JARE-60，JARE-61，

JARE-63の岩石試料の登録と公開がなされており，さらに過去の試料にさかのぼっての公開

も順次進められている．JARE-58～JARE-63の取り組みを経て，南極の地質調査で採取した

サンプルについて，以下の手順で整理することとした．参照可能なように，南極で採取する

岩石試料の試料番号の付け方並びに登録方法を以下に整理しておくので，今後の隊次の方々

は参考にされたい．
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4.2.　試料番号

　岩石試料は，各研究者が個人用に各々で採取する．ただし試料番号は，以下の共通ルール

に沿って付ける．

・各研究者イニシャル＋日付＋露頭番号＋露頭での通し番号

・各研究者イニシャルは，外田：TH，足立：TA，森：YM，スリハリ：SL

例： 外田が 2023年 12月 1日 2番目の露頭で複数採取したうちの B試料の場合

TH2023120102B（13桁）

＊ 1露頭で 1試料しか採取しない場合は，末尾のアルファベットは付さない．

＊ 1露頭で大量のサンプルを採取する場合ほか，以下のように末尾に追加する．

例：B試料が複数の場合は，B1，B2，B3，・・・等

例：試料が Zまでいった場合は，AA，AB，AC，・・・AZ，BA，BB，・・・等

例：AA試料が複数の場合は，AA1，AA2，AA3，・・・等

例： 外田が 2024年 1月 4日 3番目の露頭で採取した 2個目の転石試料の場合

TH2024010403T02（15桁）

4.3.　試料リスト並びに試料登録写真の提出

　採取した岩石試料に関するデータは，NIPR岩石リポジトリ（NRR）登録のため，ADS推

進室の所定の登録様式の Excelファイルでリストを作成する必要がある．その詳細な手順を

以下に示す．ただし，野外で野帳に記入したり，GPSの記録と対応させたり，持ち帰りの

梱包のリストを作成するなど，ミスを防ぐために各自の方法で試料リストを作成・管理し，

登録用エクセルファイルに転記する際に整理するのが良いであろう． 

1）　ADS推進室の登録様式のエクセルシートに入力する．（図 15）

2）　必須項目である赤字項目を埋める．黄色いセルは，空欄不可項目であるので入力内容が

ない場合は「#####」と入力する．

3）　K列の「Classification」は，各セルのプルダウンメニューから選ぶ．

4）　座標や日付など，startと endと 2つ入力する項目は，どちらも同じ値を入力すればよい．

5）　座標は，度（小数）で統一して入力する．ただし，行動中はミスのないように GPSに

表示される座標をそのまま度・分（小数）等で記録する．

6） 試料番号は XX YYYY MM DD PP N1 N2（全 15桁）とする．XXは隊員のイニシャル，

YYYY MM DDは採取日の日付，PP は採取地点番号，N1 N2は同じ採取地点で採取した試

料を区分するアルファベットを付した上で余った桁にはゼロを記入する．例えば

TH2023120102Bと付したものは，TH2023120102B00となる．

7） 各岩石試料に対して，少なくとも 1枚の jpg写真を付す．写真のファイル名は「岩石試料

番号」＋「-001」.jpgとし，半角ハイフン以降の数字は連番とする．同じ写真を複数の試料
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に用いる場合は，写真ファイルをコピーし，各々の岩石試料名のついた写真ファイルを作成

する．

8） 帰国日より 1か月以内に提出する．

5.　まとめ
　1）　第 65次日本南極地域観測隊（JARE-65，2023­2024）の夏期期間に，「しらせ」搭載

CHヘリコプターと観測隊 ASヘリコプターの併用運用により，リュツォ・ホルム湾に滞在

中の「しらせ」あるいは昭和基地を基点として，リュツォ・ホルム湾最南部のインステクレ

パネ～奥氷河岩から，プリンスオラフ海岸中部～東部の二番岩～ちぢれ岩東部露岩まで，広

域かつ大小の露岩域において効率的に地質調査を実施することができた．

　2）　比較的面積が大きいにも関わらず地質図の公表されていない 2露岩（ベルクナウサネ，

図 15　採取岩石試料データの提出と NIPR Rock Repository（NRR）への登録．
Fig. 15.  Protocol of the rock specimen registration to the NIPR Rock Repository (NRR).
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インステクレパネ）について，野営滞在しての本格的な地質調査を実施した．また，最近の

調査情報がない（いくつかの露岩はおそらく今回が初調査の可能性が高い）スヴァルトクナッ

タネ，ちぢれ岩東部露岩，かに岩，梅干岩，日の出岬東方の名称未詳小露岩，びょうぶ岩東

部露岩，ベスレスタッベン，デュープビークオッデン，奥氷河岩の 9露岩で短時間の地質調

査と岩石試料の採取を行うことができた．

　3）　復路にエンダビーランドの露岩域での調査を 1日実施できた．2露岩で 20­30年ぶり

の調査，日本隊未調査の 4つの露岩で地質調査と岩石試料の採取を行うことができた．
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